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被災地企業のシーズ支援事業「融雪型太陽電池モジュールの
事業化支援」において試作された太陽電池モジュールの

信頼性・安全性評価

背景

結論

結果

本事業を共同して推進いただいた企業（アンフィニ株式会社・大日本印刷株式会社）の関係諸氏に深謝申し上げます。

実験設備
被災地企業のシーズ支援事業「融雪型太陽電池モジュールの事業化支援」にお
いて試作された融雪用ヒータ内蔵型太陽電池モジュールの信頼性・安全性を
FREA屋外曝露設備にて評価し、以下の結論を得た。
ホットスポット試験
夏季環境（高温＋高日射量）で融雪用ヒータの温度制御に不具合（連続通電
）が生じた場合を想定したホットスポット試験において、裏面温度が150℃を
超えることは稀であり、このような最悪事態においてもモジュール劣化の促
進や火災誘引などを引き起こす危険性は少ないと判断した（Panels 1 - 4)。

屋外融雪試験
FREA屋外曝露設備で2020年12月期に観測された降雪（～10cm積雪）におい
て、融雪型モジュールは優れたな融雪機能を発揮した（Panels 5 - 6) 。この
際には、PV回路を開放および短絡した場合とも、（夏季と同様に）5～8℃の
温度上昇が融雪型モジュール裏面で観測された（Panels 7 - 10) 。今後は、よ
り効果的な融雪ヒータ温度制御方法を検討していく（Panels 11 - 12) 。
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